


目     次 

 

はじめに …………………… １ 

 

「原種鶏・種鶏の長期飼育技術及び種卵の長期保存技術」の検討の視点 

 …………………… ２ 

 

１ 海外でのＡＩ発生と初生ひな輸入停止によるわが国のＧＰ・ＰＳに及ぼす技術的問題と課題 

 …………………… ２ 

 

２ ＧＰ・ＰＳの長期飼育技術及び種卵の長期保存技術 …………………… ２ 

（１）平常時の飼育期間を延長する技術及び強制換羽のＧＰ・ＧＳへの応用 

 …………………… ２ 

（２）誘導換羽のＧＰ・ＧＳへの応用 …………………… ２ 

（３）種卵の長期保存技術 …………………… ２ 

 

３ 種鶏への凍結精液を利用した人工授精技術の応用 …………………… ２ 

 

原種鶏・種鶏の長期飼育技術及び種卵の長期保存技術 …………………… ３ 

 

１ 平常時の飼育期間を延長する技術 …………………… ３ 

（１）卵用種鶏 …………………… ３ 

（２）肉用種鶏 …………………… ３ 

（３）卵用種鶏及び肉用種鶏の延長飼育する場合の共通注意事項 

 …………………… ４ 

 

２ 強制換羽の種鶏への応用 …………………… ５ 

（１）卵用種鶏の実施例 …………………… ５ 

（２）肉用種鶏の実施例 …………………… ５ 

（３）実施上の注意点（表３） …………………… ５ 

（参考資料）強制換羽の実施例及び実施上の注意点 …………………… ７ 

 

３ 強制換羽法に代わる誘導換羽法 ……………………１２ 

（１）誘導換羽法の種類 ……………………１２ 

（２）そうこう類を主体とした低エネルギー飼料による誘導換羽法 

 ……………………１２ 

（３）低エネルギー飼料給与による誘導換羽の注意点 ……………………１３ 

（４）誘導換羽鶏と強制換羽鶏の比較 ……………………１３ 

（参考資料）誘導換羽の実施例 ……………………１４ 

 

４ 種鶏の長期保存技術の要点 ……………………１９ 

（１）種卵採取時 ……………………１９ 

（２）種卵の消毒方法 ……………………１９ 



（３）種卵の保存条件 ……………………１９ 

（４）入卵前の種卵の保存条件 ……………………２０ 

（５）新しい種卵の長期保存技術 ……………………２０ 

（６）種卵を２８日間保存する技術の概要 ……………………２０ 

（７）留意事項 ……………………２０ 

（参考資料）種卵を２８日間保存する技術の実施例 ……………………２１ 

 

５ 鶏凍結精液の利用 ……………………２２ 

（１）鶏凍結精液技術利用の目安 ……………………２２ 

（２）精液採取前までの準備 ……………………２２ 

（３）鶏凍結精液の作成と利用 ……………………２２ 

（４）利用にあたっての留意事項等 ……………………２３ 

（参考資料）鶏凍結精液技術の手法 ……………………２４ 

 

６ 「種鶏長期飼育技術専門委員会」及び「ひなの安定確保対策事業推進委員会」委員名簿 

 ……………………３５ 

 

 



― 1 ―



― 2 ―



― 3 ―



― 4 ―



― 5 ―



― 6 ―



― 7 ―



表1

　ケージ鶏舎における卵用種鶏の強制換羽（実施例）
(独)家畜改良センター岡崎牧場

絶食・絶水処理
日数 点灯 給水 給餌量 参考：強制換羽後の産卵率
1 絶水 絶食 強制換羽実施鶏 強制換羽未実施鶏
2 自由飲水 産卵率（％） 産卵率（％）
3 65 75 71
4 66 53 69
5 67 1 70
6 68 0 70
7 69 0 70
8 70 31 72
9 71 72 70
10 72 74 66
11 73 81 66
12 74 84 68
13 75 81 67
14 76 81 64
15 ２０ｇ 77 83 66
16 ４０ｇ 78 81 67
17 ６０ｇ 79 81 63
18 ８０ｇ 80 76 67
19 １００ｇ 81 78 66
20 １２０ｇ 82 76 62

83 76 63
注１）飼料は成鶏用 84 77 62
　　　　ＣＰ１８．０　ＭＥ２，８５０ｋｃａｌ／ｋｇ 85 77 60
注２）①体重減少率（♀：２５％程度）、②へい死（５％／日）、 86 71 57
　 　　③絶食期間（１４日）のいずれかの条件をオーバー 87 70 58
 　　　した時点で処理を終了する。 88 67 56

週
齢
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表２
　平飼い鶏舎における肉用種鶏の強制換羽（実施例）

(独)家畜改良センター兵庫牧場

絶食・絶水処理
日数 点灯 給水 給餌量 給餌内訳 参考：強制換羽後の産卵率
1 ８時間 絶水 絶食 産卵率
2 （％）
3 65
4 66
5 自由飲水 67
6 68
7 69
8 70
9 71
10 72
11 73
12 ３０ｇ ６０％ ４０％ － 74
13 75 0
14 76 10
15 77 37
16 78 51
17 79 64
18 ４０ｇ ５０％ ５０％ － 80 67
19 81 70
20 82 65
21 83 67
22 10時間 ５０ｇ 84 64
23 85 64
24 86 62
25 87 62
26 ６０ｇ ４０％ ４０％ ２０％ 88 59
27 育成後期 89 59
28 90 59
29 91 57
30 ７０ｇ ３０％ ３０％ ４０％ 92 54
31 育成後期 93 54
32 94 56
33 95 51
34 ８０ｇ ２０％ ２０％ ６０％ 96 54
35 育成後期 97 51
36 98 51
37 99 51
38 ９０ｇ １０％ １０％ ８０％ 100 51
39 育成後期 101 48
40 102 54
41 103 49
42 １００ｇ － － １００％ 104 49
43 １２時間 育成後期 105 51
44 106 49
45 107 50
46 １１０ｇ 108 50
47 109 47
48 110 50
49

50 １３時間 １２０ｇ － － １００％
51 成鶏
52

53

54

55

56

57 １４時間 １３０ｇ
58

59

60

注）絶水・絶食期間は目安。目標体重に達したりへい死が増えた場合次の処理ステップへ速やかに移行する。

週
齢ふすま

脱脂米
糠

配合飼料

― 9 ―



表３
ケージ鶏舎における卵用種鶏の強制換羽（実施上の注意点）

１．全般

絶水・絶食日数
絶水・絶食１日間、続いて絶食１３日間を基本とするがあくまでも目安であり、鶏の状態を見なが
ら、下記、処理効果の判断に従った処置をすること。

処理効果の判断
①体重の減少率２５％、②絶食期間１４日、③へい死羽数通算０．５％、のいずれかの条件に達
した時点で速やかに給餌を再開する。

(独)家畜改良センター岡崎牧場

平飼い鶏舎における肉用種鶏の強制換羽（実施上の注意点）

１．全般

絶水・絶食日数
絶水・絶食４日間、続いて絶食１４日間（実施例では７日間）を基本とするがあくまでも目安であ
り、鶏の状態を見ながら、下記、処理効果の判断に従った処置をすること。

処理効果の判断

①体重の減少率２５％、②絶食期間１４日、③へい死羽数２％／日、のいずれかの条件に達した
時点で速やかに給餌を再開する。絶食終了のタイミングは、体重の減少率を目標とする。ただ
し、平飼い種鶏は体側が困難なこともありへい死羽数を目安とすることもできる。その場合、絶
水・絶食開始後、急にへい死数が増えたら（２％／日）給水開始、給水後さらにへい死が増えだし
たら給餌開始と、速やかに次のステップに移る。（平飼い鶏舎で体重を目安にする場合、特定の
鶏を継続捕獲することは困難。また同一鶏舎内でも、場所により体重に差があることにも留意す
る）

生活環境（防寒対策）

新しい鶏舎に移して処理するのが望ましい。鶏舎が確保出来ない場合は、強制換羽開始前に、
床の羽根を除去したり、床に積もった糞はほぐして、サラサラの状態にしておくことが必要。また、
糞を、掻き出してから始める場合、コンクリート面に鶏が直接接しないように、籾殻等を敷いてお
く。

〃
冬場は、絶水・絶食期間中、寒さへの抵抗力が低下し圧死等によるへい死鶏が出るので防寒対
策が重要。暖房設備の利用やすきま風対策が必要。

点灯管理
点灯は、絶水・絶食期間中は、８時間以内の一定時間点灯とする。給餌再開後１１日目から、１
０、１２、１３時間と徐々に点灯時間を伸ばし、産卵を誘起する。延長手法は、１～２週間間隔で
徐々に伸ばし最長１６時間までとする。

２．給餌再開後

開始初期
給餌開始初期に用いる脱脂米糠とふすまは専用の配合機がなくても、給餌機投入時に人力で調
合する程度で良い。

　　〃 １日１羽３０ｇから開始するが、給餌器全体に行き渡らない場合は、籾殻で増量する。

給餌量
給餌量は３０ｇから始め、３～４日間隔で１０ｇずつ増量する。なお、早く産卵を開始させたい場合
はこの間隔を短くする。

(独)家畜改良センター兵庫牧場

卵用鶏・肉用鶏共通事項

１． 雄の取扱い 雄の強制換羽はなるべく実施せず、別飼いした無処理の雄や若い雄を配雄する。

２． 給水処理 夏季に処理する場合は、ストレスを考慮しなるべく絶水処理をしない。

３． ワクチネーション ワクチネーションは、個々の抗体価を見ながら対処する。

４． サルモネラ検査
強制換羽はサルモネラ菌の鶏群全体への感染を助長するストレス因子となる恐れがあるので、
強制換羽実施期間中は定期的なサルモネラ検査を実施する。

５． 絶食日数
鶏の体力への影響や、種卵採種開始時期を考慮し、最長でも２週間以内には給餌を開始する。
この給餌の再開が遅れすぎると甲状腺機能が極度に減退し、羽毛の新生が遅れ、しかも、羽毛
の脱落がだらだらと起こり産卵の再開が遅れると言われている。
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表１ 処理区の飼料配合量

原材料 ふすま区 米ぬか区

ふすま（％） 95.45 0.0
脱脂米ぬか（％） 0.0 95.4
炭酸カルシウム（％） 4.2 4.25
食塩（％） 0.25 0.25
ビタミンミネラルプレミックス（％） 0.1 0.1

ＣＰ（％） 15.0 16.7
ＭＥ（Kcal/kg） 1,880 1,565

表２ 処理中の飼料摂取量（ｇ/日）

処理開始後日数 無処理区 絶食区 ふすま区 米ぬか区

１～ ３日間 113a 0c 19b 31b
４～ ７日間 120a 0c 37b 51b
８～ 14日間 117a 103a 65b 76b

異符号間に１％水準で有意差あり
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図２ 産卵率の推移

図３ ハウユニットの推移
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図１　体重の推移
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図４ 卵殻強度の推移
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誘導換羽法 強制換羽法

写真１ 処理中の鶏の様子

無処理 誘導換羽法 強制換羽法

写真２ 処理中の卵管の様子（処理 11日後）

誘導換羽法 強制換羽法

写真３ 処理中の糞便の様子
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